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沖縄三大高級魚スジアラの腸内細菌叢と摂餌の関係

■目　　的
　スジアラは南方系のハタ科魚類で、体表は
赤く、旨味の濃い白身魚で沖縄地方では ｢ア
カジン｣ と呼ばれ、沖縄三大高級魚の１つで
す。国内外で需要は高いですが、資源量が減
少しているため養殖ニーズが高まっていま
す。2016年に世界で初めて当機構は完全養
殖を成功させましたが、科学的根拠に基づく
養殖技術の改善は重要です。そこで私たちは
スジアラの養殖環境や健康状態と密接に関係
する細菌叢の変動を調べました。

■方　　法
　西海区水産研究所八重山庁舎で飼育された
８か月齢のスジアラを４日間飼育しました。
始めの２日間は絶食、次の２日間は配合飼料
を給餌しました。４時間おきに腸内容物と環
境水を採取し、そこに含まれる細菌を遺伝子
から同定しました。

■結　　果
　魚の腸内細菌叢は給餌状態により大きく変
動しました（図１）。絶食時の腸内には海水

由来のプロテオバクテリアが多く、給餌時に
はファーミキューテスが多いことが分かりま
した。相関解析からはファーミキューテスと
バクテロイデスは相反関係にあることが分か
りました。
　高脂肪食時にはファーミキューテスが増
え、バクテロイデスが減少することも知られ
ているため、スジアラの現行飼料は脂肪の割
合が多いことが示唆されました。細菌叢の機
能解析から絶食時に代謝が活発になっている
ことも分かりました（図２）。

■波及効果
　スジアラ養殖における細菌叢の変動が明ら
かになりました。飼育環境や飼育条件を変化
させることで細菌叢をコントロールできるよ
うになれば、効率の良い養殖技術が開発でき
ると期待されます。
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図１　腸内細菌叢の経時的変化 図２　腸内と環境水の細菌叢


